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研究成果の概要（和文）：マートグリッド等、各種情報化したインフラを統合し、地域性を考慮した生活基盤の新しい
形であるスマートコミュニティを実現する研究が、世界で始まりつつある。本研究はそれに先立ち、スマートコミュニ
ティにおける情報の流れと、処理における要求を柔軟に満たすことができる新しいインフラ構造・コンテンツベース情
報システムを提案・実装・評価した。長崎県や宮城県栗原市などの協力地方自治体に構築済みで実験利用許可を得てい
るクラスターエネルギーマネジメントシステムなどの実験エリアを利用した実証実験を行った。

研究成果の概要（英文）：Smart Community, an integration of informatized infrastructures considering 
locality becomes a big research movement in the world. This study proposed, implemented and evaluated a 
new structure of infrastructure and a contents-based information system supporting the requirement in 
processing and flexible data flow in the smart community prior to the movement. A practical experiment 
was achieved at the experimental area of cluster energy management system where the proponent of this 
study concludes a MOU with the local governments such as Nagasaki Prefecture and Kurihara City.

研究分野：スマートコミュニティ・インフラストラクチャ

キーワード： スマートコミュニティ　コンテンツベース情報システム　スマートグリッド　情報統合　匿名化　事故
点評定
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１．研究開始当初の背景 
スマートグリッドなどの各種情報化イン
フラを、地域性を考慮し統合した新しい生活
基盤であるスマートコミュニティの実現に
関する研究が、世界で始まっている。我が国
は先の大震災を機に転換期を迎えようとし
ており、将来、我が国が当該領域におけるイ
ンフラ技術を輸出し経済的発展を遂げるた
めにも、スマートコミュニティを支える情報
通信インフラ関連研究領域の重要度は増大
しているといえる。 
 
２．研究の目的 
スマートグリッド等、各種情報化したイン
フラを統合し、地域性を考慮した生活基盤の
新しい形であるスマートコミュニティを実
現する情報インフラの構築に関する研究が、
世界で始まりつつある。本提案はそれに先立
ち、スマートコミュニティにおける情報の流
れと、処理における要求を柔軟に満たすこと
ができる新しいインフラ構造・コンテンツベ
ース情報システムを提案・実装・評価する。
また、提案システムの上位サービスも実装し、
長崎県や宮城県栗原市などの協力地方自治
体に構築済みで実験利用許可を得ているク
ラスターエネルギーマネジメントシステム
などの実験エリアを利用した実証実験を行
う。結果として地方自治体や団体からのフィ
ードバックを得つつ、シミュレーションやシ
ステム設計に留まらない、総合的かつ実践的
な評価を行う。 
 
３．研究の方法 
本研究は、基礎技術の確立と要求仕様の達
成を確認するインフラ構築軸と、CEMS を管理
するソフトウェアでエミュレーション機器
を設置した実証実験軸で構成する。インフラ
構築軸は、FTTH通信網で利用されているEPON
に注目し、その中継ノードにおいて各種情報
処理と折り返し通信を実現するマルチコン
テキスト文字列検索ハードウエアを用いた
基本的なREGEX解析と情報外部伝達制限や匿
名化処理を実現するハードウエアを構築す
ると共におよそ10Gのネットワークに対応可
能な処理遅延を示すことを評価する。実証実
験軸は、各種商用ルータ上に提供される独自
API を活用してインフラシステムの根幹を構
築すると共に、実際に現地の基幹ネットワー
クに提案システムを導入し、極めて高い信頼
性とリアルタイム性が要求されるアプリケ
ーションに対しても5ms程度の処理遅延を達
成するなど極度制約問題に対応可能である
ことを示す。 
 
４．研究成果 
マートグリッド等、各種情報化したインフ
ラを統合し、地域性を考慮した生活基盤の新
しい形であるスマートコミュニティを実現
する研究が、世界で始まりつつある。本研究
はそれに先立ち、スマートコミュニティにお

ける情報の流れと、処理における要求を柔軟
に満たすことができる新しいインフラ構
造・コンテンツベース情報システムを提案・
実装・評価した。長崎県や宮城県栗原市など
の協力地方自治体に構築済みで実験利用許
可を得ているクラスターエネルギーマネジ
メントシステムなどの実験エリアを利用し
た実証実験を行った。 
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